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差別を∴な　く　して人権確立
7月1日遠賀川駅前及びユニード前で町長、教育委員長はじめ町当局十数名で同和問題啓発パンフレ

ットを配布しました。

＊　今　月　の　税　金　＊

国定資産税（2　期分）　7月2拍（土）まで

税金は町づくりの源、住みよい町を作るため納税に御協力下さい。



（2）第270号　　　　　　　　　　　　　　　庭園筒の彿

昭和56年（1981年）

国旗障害者年

繊
〈テーマ〉完全参加と平等

印籠登録証（印鑑手帳）は重要な書類です。紛失しないよう注意しましょう。

印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
記
録
書
の
廃
止

こ
れ
ま
で
印
鑑
叢
録
証
明
書
を
交
付

す
る
際
に
は
交
付
年
月
日
及
び
交
付
枚

数
を
諒
鍼
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
窓
口

部
落
の
能
率
化
を
計
る
た
め
昭
和
弱
年

7
月
2
0
日
（
予
定
）
以
降
魔
止
い
た
し

ます。な
お
郵
故
防
止
の
た
め
次
の
こ
と
に

ご
智
慧
く
だ
さ
い
。

o
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
記
録
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
自
で
記
録
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

o
止
む
を
得
ず
代
理
人
に
あ
な
た
の
印

鑑
登
録
証
明
雷
の
交
付
由
話
を
依
頼
さ

れ
ろ
と
き
で
も
登
録
印
鑑
（
実
印
）
は

預
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
代
理
人
に
は
、
あ
な
た
の
印
鑑
登
録

証
（
印
鑑
手
帳
）
だ
け
を
預
け
、
あ
な

た
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
正
確

に
伝
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

o
登
録
印
鑑
（
実
印
）
を
使
用
す
る
場

合
は
、
そ
の
書
類
の
内
容
を
よ
く
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

e
登
録
印
鑑
（
実
印
）
は
、
印
鑑
登
録

証
明
春
の
必
要
な
い
韓
類
に
は
で
き

る
だ
け
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ト
7
0。

登
録
す
る
た
め
の
ハ
ン
コ
は
木
副
で

結
櫛
で
す
か
ら
注
文
の
う
え
氏
と
名
を

彫
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

o
現
在
注
文
に
よ
ら
な
い
既
製
の
ハ
ン

コ
で
印
鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

改
即
屈
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
　
今
後
は
加
入
者
だ
け
の
年
金
に

新
規
発
生
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
福
祉
年
金
　
－

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も

7
0
歳
に
な
れ
ば
だ
れ
で
も
老
齢
福
祉
年

金
が
も
ら
え
る
と
誤
解
し
て
お
ら
れ
る

万
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
間
述
い
で

す。
老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
制
度

が
発
足
し
た
と
き
、
す
で
に
高
齢
で
あ

っ
た
明
治
4
4
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
を
対
象
に
、
支
給
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
明
治
4
4
年
生
ま
れ
の
人
も
今

年
で
満
7
0
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
も
う
特
例
の
場
合
を
除
き
、
新

た
に
老
齢
福
祉
年
金
を
う
げ
ろ
人
は
い

な
く
な
り
ま
す
。

明
治
4
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
は
、
何
ら
か
の
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
限
り
、
ど
の
制
度
か

ら
も
年
金
が
、
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
2
0
載
以
上
0
0
歳
未
満
の
方

で
、
国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
は
い
ま

す
ぐ
、
役
場
福
祉
課
国
保
年
金
係
で
加

入
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

轡
懸
擬
態
懸
擬
態
㈲

障
害
者
対
策
の
現
状
と

今
後
の
基
本
的
あ
り
方

陣
著
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
法
施
行

3
1
年
を
迎
え
た
「
身
体
障
富
者
福
祉

法
」
及
び
「
滞
柏
衛
生
法
」
、
ま
た
幼

年
を
迎
え
た
「
禰
柏
薄
弱
者
福
祉
法
」

及
び
「
身
体
障
害
者
属
用
促
進
法
」
、

更
に
昭
和
4
5
年
制
定
の
「
心
身
障
智
者

対
策
基
本
法
」
等
に
よ
っ
て
総
合
性
・

一
員
性
を
も
っ
た
施
策
が
実
施
さ
れ
、

保
健
・
福
祉
・
雇
用
・
教
育
・
年
金
等

の
面
で
実
徴
を
積
み
重
ね
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
障
害
者
問
題
は
、
障
害
の
謡

類
、
程
度
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
広
範
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
な
お
残
さ
れ
て
い

ろ
課
題
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

従
来
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
障
害
者
対
策
が
弱
者
保
護
的
観
念

で
捕
え
ら
れ
が
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
郵
実
で
あ
り
、
ま
た
陣
営
老
白

身
に
も
、
と
も
す
れ
ば
社
会
人
と
し
て

の
白
光
に
基
づ
く
努
力
が
必
ず
し
も
十

分
で
な
い
面
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

だ
が
今
日
の
都
市
化
、
核
家
族
化
に

代
表
さ
れ
る
諸
条
件
の
変
化
等
に
よ
り

障
害
者
自
身
の
惑
親
の
過
渡
期
に
さ
し

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
障
害
者
対
策
の
基
本
的
な
あ

り
方
と
し
て

o
相
互
理
解
を
深
め
、
対
等
な
人
格
的

存
在
と
し
て
認
め
あ
う
こ
と
。

。
障
害
者
が
人
間
と
し
て
の
尊
厳
に
ふ

さ
わ
し
い
処
遇
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
。

o
陣
著
者
も
可
能
な
限
り
、
社
会
的
経

済
的
自
立
へ
向
け
て
努
力
す
る
と
共
に

等
し
く
社
会
的
責
務
を
有
す
る
こ
と
。

以
上
の
外
に
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
合
意
と

理
解
を
、
障
害
者
自
身
を
含
む
全
国
民

に
定
着
さ
せ
ろ
こ
と
は
、
国
際
障
害
者

年
一
年
で
達
成
し
う
ろ
こ
と
で
は
な
く

今
後
長
期
的
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
と

し
て
行
な
っ
て
い
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん

さ
ら
に
、
今
後
の
効
果
的
な
組
織
桟

橋
及
び
調
査
研
究
体
制
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で

す。

み
ん
な
で

青
少
年
の
非
行
化
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
／

中
∴
両
校
生
が
汽
印
の
中
や
、
喫
茶

店
な
ど
で
、
平
気
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
て
も
、
注
澄
す
る
大

人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
他
人
へ
の
無
関
心
が
、

少
年
の
非
行
を
増
長
さ
せ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
社
会
に
国
を
光
ら
せ
て
、
非

行
に
つ
な
が
る
行
為
を
兄
の
が
さ
な
い

目
を
も
つ
こ
と
が
社
会
人
と
し
て
の
つ

と
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
パ
チ
ン
コ
な
ど
の
遊
技
場
で
遊
ん
で

い
る
少
年

▽
声
か
け
の
例

。
「
こ
ど
も
が
こ
ん
な
所
で
あ
そ
ん

じ
ゃ
ダ
メ
だ
よ
し

。
「
惑
い
人
に
ね
ら
わ
れ
る
よ
。
早

く
帰
り
は
さ
い
」

。
「
だ
れ
と
一
緒
に
来
た
の
。
1
8
才

未
満
の
少
年
は
入
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
ん
だ
よ
」

☆
夜
あ
そ
び
し
て
い
る
少
年

▽
声
か
け
の
例

e
　
「
も
う
お
そ
い
か
ら
早
く
帰
り
な

さい」

。
「
君
、
夜
あ
そ
び
し
て
は
ダ
メ
だ

よ」
。
「
う
ち
の
人
が
心
配
し
て
い
る
よ
」

。
「
夜
ふ
か
し
し
て
い
る
と
、
か
ら

だ
を
こ
わ
す
よ
」



（3）公図西の彿　　　　　　　　　　　　　第270号

20歳になったら国民年金に加入しましょう。

不
動
産
取
得
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

昭
和
5
6
年
度
の
地
方
税
法
改
正
に
碑

い
ま
し
て
、
昭
和
5
6
年
7
月
1
日
以
降

の
取
得
分
か
ら
税
率
m
分
の
3
が
m
分

の
4
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
特
例
適
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、

住
宅
控
除
一
二
百
五
十
万
円
が
四
百
二
十

万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、
昭
和
6
1

年
6
月
5
0
日
ま
で
の
5
年
聞
、
及
び
住

宅
以
外
の
家
屋
で
昭
和
粥
年
1
2
月
3
1
日

ま
で
に
都
工
し
、
聞
和
5
7
句
1
2
月
3
1
日

ま
で
に
取
得
さ
れ
た
も
の
は
、
税
率
細

分
の
3
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

特
例
適
用
住
宅
と
は

o
床
面
積
の
合
計
（
付
属
家
も
食

む
）
が
鵬
が
以
下

。
価
格
（
評
価
額
）
が
l
㍍
当
た
り

八
万
七
千
円
以
下

詳
細
に
つ
い
て
は
福
岡
県
碧
松
財
務

蒋
務
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

少

女

バ

　

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

開

催

教
育
委
員
会
・
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
速

盟
の
英
機
で
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
塾

を
開
離
し
ま
す
。
初
心
者
中
心
で
悲
橙

か
ら
学
べ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
粥
毎
7
月
1
9
日

（
日
）
1
0
時
－
1
6
時

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
・
鬼
門
小
学

校
・
広
漠
小
学
校
の
各
体

育
館

▽
対
　
象
　
町
内
小
学
校
児
童

遠

賀

町

婦

人

学

級

講

座

開

設

遂
費
町
中
央
公
民
館
で
は
今
月
か
ら

婦
人
単
級
離
陸
を
開
設
し
ま
す
。
地
域

社
会
に
お
け
る
購
入
の
社
会
活
動
に
つ

い
て
の
役
割
や
、
も
っ
と
身
近
な
堂
満

載
錐
や
健
康
問
題
、
さ
ら
に
は
家
庭

（
家
族
）
と
千
振
と
教
育
問
題
な
ど
、

お
母
さ
ん
力
が
□
営
潔
く
関
心
を
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
皆
さ

ん
と
一
縞
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
閑
話
日
　
1
月
2
0
日
す
ぎ
の
予
定

▽
閑
談
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
申
込
先
∴
教
育
委
n
会
社
会
教
育
課

砿
話
（
3
）
1
3
5
5

▽
巾
込
締
切
　
7
月
柳
日
（
月
）

な
お
入
学
案
内
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
申
込
締
切
後
個
人
苑
通
知
し
ま
す
。

去
る
6
月
日
日
、
委
員
会
を
開
偶

し
、
本
年
度
の
奥
体
的
な
と
り
く
み
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

昨
今
の
督
少
年
問
題
、
特
に
非
行
の

低
年
令
化
、
凶
悪
化
、
暴
力
化
の
傾
向

は
、
極
め
て
謡
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り

背
少
年
の
健
全
育
成
は
、
地
域
社
会
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
共
に
、
地
域
住

民
の
大
き
な
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
民
会
議
で
は
、
町
民
の
総

憲
を
鮨
楽
し
、
地
域
ぐ
る
み
て
青
少
年

へ
巽
の
手
を
さ
し
の
べ
、
心
の
通
う
、

明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
に
全
力
を
注

ぎ
、
住
み
よ
い
社
会
の
建
設
に
、
全
町

あ
げ
て
と
り
組
む
と
い
う
こ
と
を
決
識

し
ま
し
た
。

◎
具
体
的
な
と
り
く
み
に
つ
い
て

一
、
環
境
浄
化

青
少
年
の
性
的
感
輔
を
詳
し
く
刺
激

す
る
よ
う
な
、
難
語
、
ポ
ス
タ
ー
、
靖

板
等
を
除
去
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

町
民
こ
ぞ
っ
て
、
非
行
防
止
・
環
碗
浄

化
に
努
め
る
た
め
に
も
、
毎
月
1
5
日
を

「
現
地
浄
化
の
H
L
と
定
め
て
、
町
民

一
丸
と
な
り
、
浄
化
活
動
を
実
践
す

る。

金
町
あ
げ
て
、
各
行
政
区
車
種
に
実

践
活
動
を
行
な
っ
て
行
く
。

二
、
教
育
啓
轍
運
動

オ
ア
シ
ス
通
勤
素
描
巡
す
る
。

挟
拶
は
人
間
社
会
の
信
頼
関
係
を
つ

く
る
離
艦
で
あ
り
、
人
間
相
互
の
う
る

お
い
あ
る
生
活
の
潤
滑
油
で
も
あ
る
。

た
っ
た
一
言
の
挨
拶
が
、
心
と
心
の

ふ
れ
あ
い
を
生
み
、
家
庭
、
学
校
、
職

場
、
社
会
を
明
る
く
住
み
良
い
も
の
に

し
て
く
れ
ろ
。

⑳
　
お
は
よ
う
　
⑦
　
あ
り
が
と
う

②
　
し
っ
れ
い
　
⑱
　
す
み
ま
せ
ん

三
、
家
庭
の
日
の
普
及

育
少
年
の
雄
全
蒼
戌
の
基
盤
は
、
家

庭
に
あ
り
、
子
供
の
人
格
形
成
に
対
し

て
の
家
庭
の
在
り
方
が
絶
大
な
影
鱒
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
蒋
少
年
非
行
の
厚
内

の
大
部
分
が
家
庭
環
魂
か
ら
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
健
全
は
家
庭
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

現
在
共
働
き
の
家
庭
が
ふ
え
て
、
食

部
時
間
も
不
規
則
な
家
庭
が
多
く
見
ら

れ
、
親
子
の
対
話
の
機
会
も
減
少
し
て

い
る
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
そ
れ
に
は

月
一
回
は
必
ず
家
族
全
員
で
一
緒
に
食

事
を
し
て
、
子
供
と
対
話
を
す
る
運
動

を
捕
り
上
げ
て
行
く
。

第
三
日
間
H
は
「
家
庭
の
H
L
と
定

め
ろ
。
一
家
剛
ら
ん
の
日
で
あ
る
。

o
　
「
夜
あ
そ
ぴ
は
ま
ち
か
い
を
お
こ

し
や
す
い
よ
」

☆
酒
や
タ
バ
コ
を
の
ん
で
い
る
少
年

（
ニ
コ
チ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
有
薯

な
こ
と
や
、
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
、
や
め
さ
せ

ま
し
ょ
う
）

▽
声
か
け
の
例

。
「
酒
や
タ
バ
コ
は
ま
ち
か
い
を
お

こ
す
も
と
だ
よ
し

。
「
法
律
で
と
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ

よ
。
や
め
な
さ
い
」

。
「
か
ら
だ
に
誌
だ
よ
。
や
め
な
さ

い」

☆
学
校
や
仕
事
を
さ
ぼ
る
少
年

（
休
日
で
も
な
い
の
に
朝
か
ら
盛
り

場
な
ど
を
う
ろ
つ
く
謡
が
多
い
）

▽
声
か
け
の
例

。
「
学
校
（
勤
め
）
　
に
は
行
か
な
い

の？」

o
　
「
今
ご
ろ
か
ら
、
こ
ん
な
所
で
ど

う
し
た
の
9
」

。
「
早
く
家
へ
お
か
え
り
」

。
「
こ
ん
な
所
に
い
る
と
悪
い
人
に

ね
ら
わ
れ
る
よ
」

心
身
と
も
に
健
全
な
遠
賀
っ
子
を
育

成
す
る
た
め
に
も
、
す
す
ん
で
愛
の
一

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

家
族
会
議
で
、
月
毎
の
努
力
目
標
を
一

き
め
て
、
は
げ
ま
し
な
が
ら
実
行
す
る

こ
と
が
盟
ま
し
い
。

翳
饗
轡
畿
畿

色

．

土

塁



（4）第270号　　　　　　　　　　　　　　塵㊥筋他紺

ス　マ　ッ　シ　ュ　．／

昭信　櫛誠
子正　明一

途遠　浅戦
費∵費
Iii用　木木

お出かけ　は　　ひ　と声か（ナて　　カ　ギ　かけて

盆
踊
り
民
謡
講
習
会

の
　
開
催

次
の
と
お
り
、
盆
踊
り
民
踊
灘
淘
会

を
開
催
致
し
ま
す
。
公
民
館
、
子
供

会
、
婦
人
会
、
督
年
会
関
係
者
の
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
日
　
昭
和
5
6
年
7
月
2
1
日
（
火
）

1
9
時
か
ら

▽
会
場
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
間
日
　
用
雨
乞
い
小
唄

㈲
古
里
お
ど
り

㈲
八
戸
小
唄

㈹
九
州
音
頭

▽
誠
師
　
英
流
家
元

実
　
理
蜂
先
生

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

…
卓
球
大
会
成
績
発
表
／
　
0
00

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
つ
0
0
0
0
0
0
0
0

〇
一
舷
女
子
の
部

l
倣
∴
蛾
盲
久
美
子
（
中
央
I
ヌ
）

2
位
　
斑
へ
　
供
血
理
（
新
∴
町
）

6
月
2
8
日

（
‖
）
広
渡
　
○

小
学
校
体
育

館
で
第
3
回

遠
賀
町
堵
球

大
会
が
町
体

協
卓
球
協
会

主
催
で
闇
値
さ
れ
、
各
部
門
で
熱
戦
を

繰
り
砿
ろ
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
シ
ン
グ
ル
ス

〇
一
般
男
子
の
部

l
位
　
池
田
　
善
昭
（
別
　
府
）

2
位
　
山
中
　
正
則
（
遠
賀
川
）

2
枚
　
回
申

○
マ
マ
さ
ん
の
部

1
位
∴
我
本

2
位
　
野
中

○
初
心
者
の
部

1
倣
∴
捌
江

2
位
　
三
宅

○
小
学
堂
の
部

6
年
（
勢
・
女
）

l
位
∴
安
田

2
位
∴
轟
広

5
年
（
男
）

1
位
　
吉
岡

2
枇
　
野
口

和
憩
（
遼
賀
川
）

幸
子
（
今
古
賀
）

浅
手
（
新
∴
町
）

文
随
（
瞭
∴
波
）

誠
一
（
浅
　
木
）

美
保
（
遠
賀
川
）

敏
郎
（
新
　
町
）

達
也
（
新
　
町
）

健
治
（
速
讃
用
）

5
年
（
女
）
・
4
年
（
男
）

l
倣
∴
番
田
美
由
紀
（
遼
資
川
）

ク
プ
ル
ス

〇
一
殺
男
子
の
都

l
位
∴
萩
尾

古
瀬

2
鮪
　
山
中

樋
口

〇
一
簸
女
子
の
沌

l
獄
　
井
手

浜
崎

2
位
　
和
田

萩
本

○
初
心
者
の
部

1
枚
∴
三
宅

稲
営

2
位
∴
春
田

春
田

修
身
（
速
費
用
）

信
行
（
未
∴
守
）

竜
削
（
遠
費
用
）

隆
弘
（
遼
質
川
）

清
美
（
士
別
胎
）

節
子
（
東
和
苑
）

玲
子
（
士
別
府
）

幸
子
（
今
宮
龍
）

園
閣
園
閣
圏L



（5）㊨囲筒の紺　　　　　　　　　　　　　　第270号

建設年度 �櫨 �戸　数 �軍“∴∴録 �間　と　り 

54年度趣股 �1 �22戸 �26．000円 �6・6・4．5・DK 

55年度建設 �2 �14声 �22．（Xm円 �6・6・4．5・DK 

2 �4戸 �24．000円 �6・6・6・DK 

詳しいこと追福同県建築管理棟

4⑲092－781－llll）へ。

t轟　二一二

健康のため　お米を食べ　ま　し　ょ　う

）34（

手

間

土

手

－
　
つ
ち
は
し
を
西
に
わ
た
れ
ば
、
す

な
は
ち
木
守
村
な
り
。
こ
な
た
は
井
手

の
社
の
わ
た
り
に
植
お
ふ
し
た
る
木
と

も
立
し
げ
り
て
、
も
み
ち
の
色
な
ど
も

こ
と
さ
ら
な
り
、

に
、
「
つ
ち
は
し
」
が
あ
っ
た
し
、
そ

の
位
確
が
石
橋
に
な
っ
た
。

石
経
か
ら
下
流
醐
m
竹
の
と
こ
ろ
に

「
木
守
板
井
手
」
が
あ
っ
た
。
枚
洗
腰

と
い
わ
れ
、
硬
の
水
が
溢
れ
る
と
こ
ろ

が
一
面
板
張
り
に
な
っ
て
い
て
、
水
の

溢
れ
ろ
時
は
、
板
の
面
を
洗
う
水
が
美

い
ろ
よ
う
で
あ
る
が
木
守
が
一
応
舶
荊

さ
と
い
っ
た
感
じ
の
よ
う
で
あ
る
。

伊
腰
家
の
「
家
部
雑
縄
」
に
よ
る
と

－
－
三
月
十
五
日
、
今
日
置
屋
よ
り
潮

み
づ
舟
に
て
虫
生
洋
ま
で
持
参
る
。
邦

貨
百
六
十
文
、
船
頭
賃
四
百
文
、
印
に

渡
す
也
1
－
－

－
－
天
保
五
年
六
月
二
十
七
日
、
魚
油

芦
屋
よ
り
帰
り
が
け
に
木
守
藤
吉
方
に

て
や
す
む
、
夕
帰
る
1
－
－

昭
和
5
7
年
度
　
奨
学
生
受
付
中

里
の
名
の
木
も
り
の
も

み
ち
ら
る
頃
は

井
手
こ
す
水
も
い
ろ
に

い
で
つ
つ

下
河
辺
自
業

こ
こ
の
社
は
、
此
聖
の

ひ
つ
じ
ざ
る
の
か
た
は
し

に
あ
り
つ
る
を
、
寛
政
の

は
じ
め
こ
こ
に
う
つ
せ
る

な
りい

の
ろ
か
な
別
れ
を
善

し
む
船
路
と
て
せ
き
と
ど

む
べ
き
井
手
の
や
し
ろ
に

土
師
俊
良

同
じ
時
、

し
か
ら
み
に
ゐ
て
の
木
の
は
を
も
ろ

神
も
秋
ゆ
く
ふ
ね
の
み
ち
は
さ
は
ら
ず

黒
木
　
善
廉

また、
ゐ
て
の
雷
神
が
き
ち
か
き
船
路
に
は

祈
る
心
も
漬
か
ら
ぬ
か
な

中
西
　
栄
子

－　（高瀬日記）

い
ま
の
木
守
橋
か
ら
4
－
5
m
下
流

し
く
、
そ
の
水
野
は
に
ぎ
や
か
で
周
辺

の
禁
色
を
な
ご
ま
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ

、
つ
c

こ
こ
か
ら
上
流
は
士
舟
と
よ
び
、
割

り
に
小
さ
い
蓉
l
i
さ
の
も
の
で
、
下
流
の

下
船
は
芦
屋
や
藷
松
方
面
ま
で
航
け

る
、
大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
聞
く
。

い
ろ
い
ろ
な
語
録
で
見
る
と
、
舟
で

は
こ
れ
か
ら
上
流
に
は
た
ま
に
登
っ
て

明
治
に
な
っ
て
か
ら
四

川
ヒ
流
の
炭
坑
が
盛
ん
に

な
り
、
上
舟
で
秘
ん
で
来

た
石
炭
を
木
守
で
下
船
に

秘
み
替
え
、
若
松
港
に
運

ん
だ
と
の
こ
と
。

石
炭
や
そ
の
他
の
物
資

の
寿
賀
が
、
こ
こ
の
川
勘

甥
で
行
わ
れ
た
り
、
そ
れ

ら
の
た
め
の
人
々
が
こ
の

地
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。

汐
待
ち
の
船
頭
さ
ん
た

ち
が
、
こ
こ
で
ア
ル
コ
ー

ル
を
求
め
た
り
、
カ
ケ
を

毎
日
新
聞
社
で
は
、
駒
さ
な
が
ら
自

分
の
カ
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
生
・
短
大
生
・

予
離
礁
生
・
各
軸
学
校
生
に
、
各
コ
ー

ス
の
奨
学
堂
制
度
を
通
用
し
、
必
要
な

学
費
の
貸
与
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
支

給
の
ほ
か
、
坐
活
の
一
切
を
保
証
す
る

も
の
で
す
。
適
用
地
区
は
福
岡
、
北
九

州
、
菓
京
、
大
阪
、
愛
知
、
札
幌
と
そ

お
か
の
台
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

▽
入
居
申
込
番
は
、
7
月
1
日
よ
り
水

巻
町
役
場
及
び
北
九
州
土
木
専
務
所

で
龍
神
し
て
い
ま
す
。

▽
入
居
申
込
受
付
は
、
7
月
1
円
よ
り

北
九
州
土
木
頭
務
所
で
行
っ
て
い
ま

す。

の
胴
辺
で
す
。

高
検
3
年
坐
及
び
予
棚
板
生
の
方
は

群
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
ま
す
の

で
氏
名
、
住
所
、
龍
話
番
号
、
在
学
校

（
出
身
校
）
、
進
学
志
望
校
を
背
き
添

え
て
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

〒
鵬
北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
1
3

の
1
　
毎
日
新
聞
西
部
本
社
内
「
毎
日

育
英
会
広
報
係
」
　
簡
語
0
9
3
（
5

4
1
）
3
1
3
1
（
内
線
4
8
1
）

し
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
こ
の
川
面
に
は
勿
論
井
手
も
な

く
、
た
だ
流
れ
る
水
だ
け
で
あ
る
。

井
手
神
社
の
樹
々
は
、
大
き
な
銀
杏

や
楠
な
ど
が
ど
れ
も
新
緑
の
た
だ
中
に

あ
っ
て
、
何
百
軍
曹
か
ら
の
変
化
を
知

っ
て
い
る
よ
う
に
静
ま
っ
て
い
ろ
。

（
片
山
花
御
史
）



（6）第270号　　　　　　　　　　　　　　　℡⑰締め彿

：ん朗典子ちゃん尾馨嵩詰 　　　　　　あ∴き∴C 
ヨ　（藩さんの長女）（嘉つ重さんの三女） 

生　　　昭和56年3月23日生　　　昭和55年10月9日生 

んで　典子は小さかっだので心　堂々と生まれました。 
配しましだが、今はとて　　お姉ちゃんとは10才も 

・・　でこれからも健康で優し　こ－く疲れるの。 

て欲　い女の子に育ってほしい　パパは「我家の宝」と言 

▽　◎　▽　▽

期模特科
鯵参

日　　品金

（浅木457番地の8
Iまじめ

（壷津謙んの瑚
昭和56年2月9日
10年目に初めて生

た「ピンピン」ちゃ

す。
タレ日とエクボが

一ムポイント。

ワンバクでもいい

と元気で明るく育っ
しいと頼っています

∇　▽　　　　　▽

注∴鎚　　　　時

慈∴新　　　　聞

▽
職

種

不要犬の引き取りは、遠賀保健所　003（201）4161へどうぞ

胴
傭
㈱
腿
鑑
圃
蛙
の
網
暗
影

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

洩
　
れ
　
者
　
検
　
診

▽
対
象
者
　
町
内
住
民
全
L
l

（
学
生
、
園
児
、
都
築
所

勤
務
者
及
び
6
歳
未
満
児

は
除
き
ま
す
。
）

▽
期
　
日
　
7
月
1
8
日
（
土
）

▽
時
　
間
　
9
時
3
0
分
－
日
時
0
0
分

1
3
時
5
0
分
－
1
6
時
3
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
持
参
品
　
受
診
券
又
は
役
場
か
ら
の

通
知
ハ
ガ
キ

今
回
が
最
後
の
検
診
で
す
。
受
け
て

な
い
方
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

他
の
探
麓
機
関
で
受
け
た
り
、
妊
娠

中
等
の
理
由
に
よ
り
今
回
受
診
さ
れ
な

い
方
は
保
健
衛
生
係
ま
で
御
連
絡
下
さ

い。

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
∴
日
　
7
月
2
0
日
（
月
）

▽
噂
　
聞
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分
ま

で
に
お
い
て
下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
0
－
6
カ
月
児

▽
持
参
崩
　
母
子
手
張

▽
内
　
落
　
体
霞
、
身
長
等
測
定
、
離

乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

婦
　
人
　
検
　
診

8
月
1
8
日
よ
り
各
地
区
を
巡
回
致
し

ます。
日
程
は
次
回
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し

ます。妊
　
婦
　
柏
　
厳

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
∴
蓉

◎
細
　
目

▽
時
∴
脚

▽
拇
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

V
内
∴
蓉

7
月
2
1
日
（
火
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館
料
理
室

妊
産
婦

離
乳
食
料
理
実
習

家
族
計
画

7
月
2
8
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
表

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
堂
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

胃
ガ
ン
検
診

◎
申
込
み

▽
揚
∴
所

▽
申
込
み
日

∇
定
　
員

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

7
月
れ
日
（
火
）
か
ら

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

2
4
0
名
（
l
目
名
6
0

名）千
円

印
鑑

8
月
1
0
日
（
月
）

8
月
日
日
（
火
）

8
月
1
2
日
（
水
）

8
月
1
7
日
（
月
）

受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時

00分

検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

印
込
み
以
後
検
診
日
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

従
業
員
募
集

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」

7
月
か
（
1
0
日
号
・
2
5
日
n
e
　
の

応
製
者
は
6
名
で
し
た
。
今
回
3
各

務
白
雪
で
3
名
指
減
し
ま
す
。

8
月
分
の
地
織
応
発
着
は
、
今
月

2
0
日
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
に
住
所

・
父
母
の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

と
生
年
月
日
・
衛
諦
番
号
を
書
い
て

遠
質
町
役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
」
宛
お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は

参
加
者
募
集

一
年
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
応
募

さ
れ
た
は
が
き
よ
り
毎
回
2
名
－
4

名
2
0
日
の
消
印
で
細
切
り
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
の
L
）
輔
月
の
広

報
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
賊
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
紀
念

写
真
と
、
剛
刷
使
用
し
た
顔
出
版
を

差
し
め
げ
ま
す
。
8
月
は
、
あ
な
た

の
お
子
さ
ん
の
辞
で
す
よ
。

∇
年
　
令

▽
受
付
先

▽
細
切
口

運
転
手
（
作
業
含
む
）

浄
化
槽
箇
田
業
務

2
5
才
－
4
5
才

草
屋
町
薬
屋
　
（
有
）
太

洋
社
∴
触
語
0
9
3
へ
2

2
）
　
3
3
1
9

融
歴
謹
一
過
を
送
付
か
持

参
下
さ
い
。

昭
和
紡
軍
1
月
2
5
日
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毎　月　第　3　日　曜　日　は　「家　庭　の　日」

①
⑤
⑤
㊤
⑤
①

原
因
は
筋
肉
の
硬
直
に
よ
る

国
血

海
・
山
の

行
楽
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

水
泳
中
や

鷺
山
の
強
行

行
　
不
　
良

軍
の
さ
中
な
ど
に
、
足
が
つ
っ
て
、

こ
む
ら
が
え
り
を
起
こ
す
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
筋
肉
が
、
連
動

な
ど
で
急
に
使
わ
れ
る
と
、
そ
の
筋

肉
の
働
き
に
ム
リ
が
生
じ
、
こ
む
ら

か
え
り
巻
起
こ
す
の
で
す
。

「
こ
む
ら
」
は
「
排
」
と
雷
き
、

す
ね
の
後
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
と

で
、
こ
こ
の
筋
肉
が
突
然
け
い
れ

ん
を
起
こ
す
こ
と
を
「
こ
む
ら
か
え

り
」
と
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
局
所
的
な
激
痛
を

伴
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
筋
肉
が
硬
直

し
、
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
血
液
の
流

れ
が
急
激
に
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ

る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
過
激
な
運
動
や
労
働

な
ど
で
、
全
身
的
に
筋
肉
が
硬
直
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
と
き
は
、
塩
水

を
飲
ん
だ
り
、
医
師
に
リ
ン
ゲ
ル
や

ブ
ド
ウ
糖
の
注
射
を
し
て
も
ら
っ
た

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
突
然
こ
む
ら
か
え
り
が
起

こ
っ
た
と
き
の
応
急
処
碇
で
す
が
、

水
泳
中
な
ど
の
場
合
は
薗
ち
に
水
か

ら
上
が
っ
て
体
を
休
め
、
次
の
よ
う

な
手
順
で
、
筋
肉
を
も
み
ほ
ぐ
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
最
初
は
、
足
の
袈
側
の
親
指

側
に
あ
る
公
孫
（
こ
う
そ
ん
）
と
い

う
ツ
ボ
　
ー
　
土
踏
ま
ず
の
先
端
の
と

こ
ろ
I
I
と
、
足
の
裏
の
中
心
点
を

摺
圧
し
、
続
い
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

結
核
住
民
検
診
よ
り

述
鎖
町
で
は
継
枝
予
防
法
に
基
づ
き

5
月
1
2
日
よ
り
、
統
核
住
民
検
診
を
X

縁
側
接
級
影
に
て
す
ず
め
で
い
ま
す
。

こ
存
知
の
よ
う
に
、
詰
核
は
必
ず
治

る
病
質
で
す
が
、
症
状
の
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
維
核
は
、
そ
の
は
い
菌
に
う

つ
っ
て
も
、
又
不
幸
に
し
て
病
気
に
な

っ
て
も
稲
く
も
か
ゆ
く
も
な
く
、
ま
し

て
外
か
ら
で
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ

ん。
自
分
白
身
の
た
め
、
あ
な
た
の
家
か

ら
約
人
を
出
さ
な
い
よ
う
、
少
な
く
と

も
一
昨
に
一
度
は
現
在
大
丈
夫
な
叫
を

確
か
め
る
べ
き
で
す
。

5
6
年
度
6
月
ま
で
の
受
診
状
況
は
、

対
象
者
4
6
9
5
人
中
3
6
9
0
人
、

（
棉
・
6
％
）
が
受
診
さ
れ
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
図
の
と
お
り
で
す
。

ゴ

ミ

収

集

⑧

C
収
集
日
の
捌
、
7
時
か
ら
8
時
ま
で

に
糾
し
て
下
さ
い
。

。
燃
え
る
も
の
と
、
燃
え
な
い
も
の
と

に
分
け
て
下
さ
い
。

。
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
口
は
し
っ
か
り
と

紙
ん
で
出
し
て
下
さ
い
。

。
か
さ
ば
る
も
の
は
　
（
ボ
ー
ル
箱
な

ど
）
小
さ
く
ま
と
め
て
出
し
て
下
さ

。
収
集
車
の
通
る
と
こ
ろ
ま
で
持
ち
出

し
て
下
さ
い
。

。
で
き
る
だ
け
水
分
を
少
な
く
し
て
出

し
て
下
さ
い
。

。
ス
プ
レ
ー
等
は
穴
を
あ
け
、
ガ
ラ
ス

等
は
小
さ
く
測
っ
て
包
ん
で
出
し
て

下
さ
い
。

。
燃
え
な
い
．
コ
ミ
は
、
ゴ
ミ
袋
、
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
第
2
、
第
4
水
職
H
に

出
し
て
下
さ
い
。

⑤
し
尿
く
み
坂
。

o
人
員
の
移
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
役
場
衛
生
係
に
屈
山
て
下
さ
い

e
便
そ
う
の
中
に
ゴ
ム
獄
、
布
ざ
れ
、

タ
バ
コ
の
吸
か
ら
等
を
披
け
こ
ま
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

。
便
そ
う
の
附
近
に
は
植
木
な
ど
船
か

な
い
よ
う
作
業
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

。
愛
犬
は
、
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

。
汲
取
り
の
確
認
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ブ

タ
を
あ
げ
て
見
て
下
さ
い
。

o
手
数
料
は
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
領
収
融
は
必

ず
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

。
留
守
に
す
る
と
き
は
隣
近
所
の
方
に

料
金
を
お
願
い
し
て
未
納
が
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
（
未
払
い
2
回
以

上
は
汲
取
り
停
止
に
な
り
ま
す
）

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
農
機
を
く
ど
・
，
ぞ

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
牛
後
四
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

専
門
の
相
談
貝
が
親
身
に
な
っ
て
こ
相
談
に
応
じ
ま
す

弁
穣
士
相
談
日
　
毎
週
金
曜
牛
後
－
時
－
午
後
四
時

亀
田
漢
人
　
日
本
拍
壷
口
保
険
協
会

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

火
∴
蕗
後
の
チ
ャ
ン
ス
1
－
7
月
1
8
日
に

洩
れ
者
検
診
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

を
逃
さ
ず
受
診
下
さ
い
。

な
お
、
男
子
の
血
圧
、
検
尿
籍
栗
に

つ
い
て
は
最
終
結
果
が
出
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
－
一

明
治
生
命
ビ
ル
八
幡

小
　
倉
　
調
　
査
　
事
∴
務
　
所
　
内

a
書
道
0
0
埜
日
韓
五
一
一
来
訪
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7月下期の遠賀町主要行事

日i曙 ��行　事∴内　容 �時　間l実施錨i担当課名1日的及び主な対象等I備考 

ヰ ��里＿＿＿＿大　学 �9‥00－15車央公輔車会教育課i款学生　i 

18 �土 �結核レントゲン最終検診 �講書車中 ��住∴民，課 �「；∴∴∴ 

二十 �� �9‥00－15車軸学年会教醐i　　l 甲ノヾ：ニール教室 �10‥00－16‥00闇箱書I社会蒜「言言霊二 ����i詳細は 13ペ‾ジ 

∴ ��乳　児　相　談 i � �一∴∴∴：∵∴∴ ���詳細は 6ページ 

十 ��』がン検診申込み鵬 i �8：30－ �∴∴∴∴言∴・∴：；∵－ 

中央公聴恒良謀匿議論醸習犀ジ 
i �19：00－　日矧、学校車全教翻極繕館、千絵、婦犀ジ 

2車 ��心　配　ご　と　相　談 � �公民鰍引福祉課匡㊨で醒料です。i 

28 �火 � �9：30－ �役醜計住民i澱1醗繊義　士葦ジ 

291水 ��縫莞下ボ‾ル〉欝 �，19：30－ �中央公輔車教計町内醒言、「‾‾‾‾‾ 

●自艦事は、きめられた場所‘こきちんと

駐車する

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。

夏
の
解
放
感
、
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲
労
、
督
少
年
の
暴
走
運
転
等

に
よ
り
交
通
郵
政
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
の
で
県
民
す
べ
て
に
交
通
安

全
思
想
の
暫
及
徹
底
と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
頓
づ
け
、
交

通
郵
政
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
主
　
他
　
交
通
蒋
故
を
な
く
す
福
岡

県
々
風
連
動
本
部

▽
実
施
機
関
・
団
体

遠
賀
町
外
百
数
十
機
関
・

団
体

▽
連
動
の
重
点

0
子
供
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

○
無
謀
運
転
、
特
に
青
少
年
の
暴
走
運

転
の
防
止

県
民
の
皆
さ
ん
が
替
る
こ
と
か
ら

▽
迎
∴
転
　
者
　
は
△

○
安
全
運
転
5
別
を
励
行
す
る

l
安
全
速
度
を
必
ず
守
る

2
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
す

▽
自
　
転
　
車
　
は
△

○
ブ
レ
ー
キ
、
前
照
燈
等
盤
備
さ
れ

た
自
転
車
を
利
用
す
る

〇
二
人
乗
り
、
片
手
は
な
し
等
危
い

乗
り
方
を
し
な
い

○
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
燈
す
る

▽
歩
　
行
　
者
　
は
△

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
左
右
の

安
全
を
確
め
る

○
革
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
う
し
ろ
を
渡

ら
な
い

○
遠
回
り
で
も
漑
断
歩
道
（
播
）
、

信
号
交
差
点
を
利
用
す
る

○
夜
間
外
出
は
明
る
い
色
の
服
装
を

し
、
夜
光
挫
反
射
材
を
活
用
す
る

3
交
差
点
で
は
安

全
を
確
か
め
る

4
一
時
停
止
で
繊

断
歩
行
者
の
安

全
を
守
る

5
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
し
な
い

〇
二
輔
車
は
昼
間
で

も
的
照
燈
を
点
燈

す
る

0
原
句
自
転
評
も
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
蕃
用

す
る


